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平成１８年３月期  第１四半期財務・業績の概況（連結）

　　　　　　　　　　　　　　及び業績予想の修正に関するお知らせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 17 年８月 11 日

会社名　ミヨタ株式会社 　（ＪＡＳＤＡＱ　コード番号：７７７０）
（ＵＲＬ　http://www.miyota.com）
問 合 せ 先      　　代表者　役職名　代表取締役社長 　 ＴＥＬ：（０２６７）３２―３３３１
              　　　　　氏　名　前　川　祐　三
　　　　　　　　責任者　役職名　取締役経理部長
　　　　　　　　　　　　氏　名　塩　崎　恵　二
当社の親会社　　シチズン時計株式会社（コード番号：7762）

１．四半期財務情報の作成等に係る事項

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　有
     （内容）法人税や引当金の計上基準等に一部簡便的な方法を採用しております。
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　無
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　無

２．平成 18 年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成 17 年４月１日～平成 17 年６月 30 日）

(1) 経営成績（連結）の進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　（記載金額：百万円未満切捨て）

売　上　高 営 業 利 益     経 常 利 益     四半期（当期）
純 利 益      

百万円　　　％ 百万円　　　％ 百万円　　　％ 百万円　　　％

18 年３月期第１四半期   8,383 （△9.9）   　140（△72.5） 　  194（△64.5 ） 　  109 （△48.5）
17 年３月期第１四半期   9,304　（ － ） 　　511  （ － ） 　　547  （ － ） 　　212  （ － ）
(参考)17 年３月期  36,447　（12.9） 　1,993 （266.3）   2,028 （317.3） 　1,165 （387.9）

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期
（当期）純利益

円　　　　銭 円　　　　銭

18 年３月期第１四半期 　　　 10    73 　　　－　　 －
17 年３月期第１四半期 　　　 20　　85 　　　－　　 －
(参考)17 年３月期 　　　112    49 　　　－　　 －
（注）① 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率であります。
　　　② 潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　　　③ 18 年３月期第１四半期期中平均株式数　  10,212,575 株

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］

　当第１四半期（平成 17 年４月１日～平成 17 年６月 30 日）におけるわが国経済は、民間設備投資の

増加に加え、雇用や個人消費についても改善に広がりが見られるなど景気は緩やかな回復基調にあり

ますが、これまで国内景気を牽引してきた輸出の低迷や原油価格の高騰などから依然として先行き不

透明な状況にあります。

　このような状況のなか、当社グループの関係する業界につきましては、携帯電話の在庫調整やデジ

タル家電市場の価格競争の激しさにより単価の下落が加速し非常に厳しい環境となりました。

　水晶デバイス事業につきましては、民生用水晶振動子が前年度下期のデジタル家電・携帯電話の在

庫調整の影響が残るなかで、売上は伸び悩みました。時計用水晶振動子は回復する兆しがあるものの、

低調に推移しました。ＴＣＸＯ（温度補償型水晶発振器）につきましては、携帯電話の在庫調整の影

響及び小型新製品の市場への投入遅れにより売上は低迷しました。

映像用電子機器につきましては、電子ビューファインダーではＣＲＴ方式の業務用ビューファイン

ダーが安定した収益を維持、強誘電液晶デバイスを搭載したビューファインダーはビデオカメラ用の
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在庫調整の影響及びデジタルカメラ市場の伸び悩みによりやや低調に推移しました。液晶バックライ

トは、売上を伸ばしていたデジタルカメラ市場の環境変化により減速し、売上は伸び悩みました。Ｃ

ＭＯＳイメージセンサは、シチズングループでの協業及びＯＥＭからブランド事業へのビジネスモデ

ルの転換期で収益は低調に推移しました。

時計事業につきましては、前期に引き続き厳しい環境下ではありましたが、ほぼ計画通り推移しま

した。

　以上により、当第１四半期における連結業績は、売上高8,383 百万円（前年同期比 9.9％減）、経常

利益 194 百万円（前年同期比 64.5％減）、四半期純利益 109 百万円（前年同期比 48.5％減）となりま

した。

セグメント別売上高（平成 17 年４月１日～平成17 年６月30 日）
時計事業 水晶デバイス事業 映像用電子機器事業 合　　計

百万円
2,621

百万円
2,098

百万円
3,662

百万円
8,383

(2) 財政状態（連結）の変動状況

総　資　産 株 主 資 本     株主資本比率 １株当たり
株主資本     

百万円 百万円 ％ 円　　　　銭

18 年３月期第１四半期 26,281 15,310 58.3    1,499　　21
17 年３月期第１四半期 25,266 14,390 57.0 　 1,409　　09
(参考)17 年３月期 26,241 15,191 57.9 　 1,485    89
（注）18 年３月期第１四半期末発行済株式数（連結）　　10,212,567 株

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

当第１四半期末における総資産は 26,281 百万円となり、前期末比 40 百万円の増加となりました。

これは主に現金及び預金が 964 百万円減少した一方で、たな卸資産が397 百万円、有形固定資産が 772

百万円増加したこと等によるものであります。

株主資本につきましては15,310 百万円となり、前期末比 119 百万円の増加となりました。また株主

資本比率は、前期末の 57.9％から 58.3％に上昇しました。
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３．平成 18 年３月期の中間業績予想

　　当第１四半期までの状況及び今後の市場動向及び経済環境を考慮し、中間業績予想を前回発表時

　（平成 17 年５月 16 日）から次の通り変更いたします。

　（１）平成 18 年３月期　中間連結業績予想（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売　上　高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回予想（Ａ）
（平成 17 年５月 16 日発表）

19,000 700 450

今回修正（Ｂ） 17,500 490 280
増減額（Ｂ－Ａ） △1,500 △210 △170
増 減 率 △7.9％ △30.0％ △37.8％
（ご参考）
前期実績（平成17年３月期中間期）

18,614 1,050 502

　（２）平成 18 年３月期　中間個別業績予想（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売　上　高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回予想（Ａ）
（平成 17 年５月 16 日発表）

17,100 580 325

今回修正（Ｂ） 15,600 460 260
増減額（Ｂ－Ａ） △1,500 △120 △65
増 減 率 △8.8％ △20.7％ △20.0％
（ご参考）
前期実績（平成17年３月期中間期）

17,008 923 490

　［業績予想に関する定性的情報等］

　　当中間期の売上につきましては、当社グループの特に関係いたしますデジタル家電市場及び携帯

電話市場の在庫調整等が前期後半より続いており、全般に販売数量の伸び悩み、販売単価の下落等

にみまわれ当初計画を下回る見込みであります。

　　利益につきましては、売上の減少による影響及びシチズングループでのカメラモジュール事業の

協業に伴う開発及び初期投資費用の増加により当初計画を下回る見込みであります。

　※上記の予想は本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

　　業績は今後様々な要因によって予想数値と大幅に異なる可能性があります。

　　また株式交換により平成 17 年９月 27 日に上場廃止となる予定ですので、通期業績予想は記載し

　　ておりません。

　添付資料

（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書

以  上
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〔添付資料〕

１．（要約）四半期連結貸借対照表

                            　　                                      　　　　（単位：百万円）

前第１四半期

（平成 16 年６月 30 日現在）

当第１四半期

（平成 17 年６月 30 日現在）

 （参考）前連結会計年度

（平成 17 年３月 31 日現在）科　　目

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

（資産の部） ％ ％ ％

Ⅰ 流動資産

現金及び預金 5,790 4,359 5,323

受取手形及び売掛金 7,533 7,214 7,246

たな卸資産 3,330 4,387 3,990

その他流動資産 791 1,164 1,296

流動資産合計 17,445 69.0 17,126 65.2 17,856 68.0

Ⅱ 固定資産

有形固定資産 6,771 8,266 7,494

無形固定資産 4 4 4

投資その他の資産 1,045 884 886

固定資産合計 7,821 31.0 9,155 34.8 8,385 32.0

資産合計 25,266 100.0 26,281 100.0 26,241 100.0

（負債の部）

Ⅰ 流動負債

　　支払手形及び買掛金 7,664 7,457 7,622

　　その他流動負債 2,125 2,461 2,304

流動負債合計 9,789 38.7 9,919 37.7 9,927 37.8

Ⅱ 固定負債

退職給付引当金 473 373 383

連結調整勘定 222 284 274

その他固定負債 162 108 120

固定負債合計 858 3.4 765 2.9 778 3.0

負債合計 10,648 42.1 10,685 40.6 10,705 40.8

（少数株主持分）

　少数株主持分 227 0.9 285 1.1 344 1.3

（資本の部）

資本合計 14,390 57.0 15,310 58.3 15,191 57.9

負債、少数株主持分及び
資本合計

25,266 100.0 26,281 100.0 26,241 100.0
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２．（要約）四半期連結損益計算書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

前第１四半期

自　平成 16 年４月 １日

至　平成 16 年６月 30 日

当第１四半期

自　平成 17 年４月 １日

至　平成 17 年６月 30 日

 （参考）前連結会計年度

自　平成 16 年４月 １日

至　平成 17 年３月 31 日科　　目

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

％ ％ ％

Ⅰ 売上高 9,304 100.0 8,383 100.0 36,447 100.0

Ⅱ 売上原価 7,989 85.9 7,578 90.4 31,255 85.8

売上総利益 1,315 14.1 804 9.6 5,192 14.2

Ⅲ 販売費及び一般管理費 804 8.6 663 7.9 3,199 8.8

営業利益 511 5.5 140 1.7 1,993 5.4

Ⅳ 営業外収益 108 1.2 74 0.9 190 0.5

Ⅴ 営業外費用 72 0.8 20 0.2 154 0.4

経常利益 547 5.9 194 2.3 2,028 5.5

Ⅵ 特別利益 14 0.2 0 0.0 240 0.7

Ⅶ 特別損失 1 0.0 2 0.0 145 0.4

税金等調整前四半期
（当期）純利益

560 6.0 193 2.3 2,124 5.8

税金費用 324 94 876

少数株主利益又は
　　　　　　損失（△）

23 △10 81

四半期（当期）純利益 212 2.3 109 1.3 1,165 3.2


